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五の池小屋火山災害時防災対応図

【緊急避難場所としての機能】

　営業期間　6月上旬から10月中旬（夜間営業有）

　木造2階建て　スタッフ2～5名（夜間も常駐）

　本館屋根は噴石対策（アラミド）済み（H28）

　収容人員100名　（緊急時最大受入可能数120人）

　発動発電機　（5kVA、3kVA各1台　予備燃料400?）

　食料 約500食・水 3～7ｔ 

　携帯型無線機・携帯電話

　防災ヘルメット100個 【関係機関】

　ゴーグル100個　マスク100枚

　ヘッドライト30個　折畳み担架　AED

【噴火時の防災対応】

　施設利用者及び周辺登山者への情報伝達及び避難誘導

　緊急避難場所として登山者等の受入れ

　下呂警察署・下呂市等への救助要請

　避難者名簿の作成

　気象庁・下呂市等からの噴火情報の収集

【平時の防災対応】

　通信機器・防災用品の点検

　避難誘導訓練の実施

　施設利用者及び周辺登山者への啓発（チラシ配布等）

名称

岐阜県下呂警察署

落合警察官駐在所

下呂市消防本部

下呂温泉病院

下呂市立小坂診療所

中部森林管理局岐阜森林管理署

岐阜県飛騨県事務所

下呂市役所

下呂市役所　小坂振興事務所

飛騨小坂観光協会

濁河温泉管理組合

【情報伝達図】

施設利用客

周辺登山者
防災メガホン

直接案内・戸別受信機音声

緊急速報メール

五の池小屋下呂市

携帯型無線機・電話（救助要請等）

防災行政無線・電話

緊急連絡先：090－7612－2458

 

屋根は噴石対策（アラミド）済み（R6） 

収容人員 45 名（緊急時受入最大可能数 100 名） 
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二の池ヒュッテ火山災害時防災対応図

【緊急避難場所としての機能】

　営業期間　7月上旬から10月中旬（夜間営業有）

　木造2階建て　スタッフ3名（夜間も常駐）

　収容人員48名　（緊急時最大受入可能数100人）

　発動発電機　（6kVA　2台　予備燃料400?）

　食料 約300食・水 5～9ｔ 

　衛星電話・携帯電話

　防災ヘルメット50個

　ゴーグル50個　マスク90枚 【関係機関】

　ヘッドライト50個

【噴火時の防災対応】

　施設利用者及び周辺登山者への情報伝達及び避難誘導

　緊急避難場所として登山者等の受入れ

　下呂警察署・下呂市等への救助要請

　避難者名簿の作成

　気象庁・下呂市等からの噴火情報の収集

【平時の防災対応】

　通信機器・防災用品の点検

　避難誘導訓練の実施

　施設利用者及び周辺登山者への啓発（チラシ配布等）

【情報伝達図】

施設利用客

周辺登山者
防災メガホン

直接案内・戸別受信機音声

緊急速報メール

二の池ヒュッテ下呂市

携帯電話・衛星電話（救助要請等）

防災行政無線・電話

下呂市役所　小坂振興事務所

飛騨小坂観光協会

濁河温泉管理組合

中部森林管理局岐阜森林管理署

岐阜県飛騨県事務所

下呂市役所

下呂市消防本部

下呂温泉病院

下呂市立小坂診療所

名称

岐阜県下呂警察署

落合警察官駐在所

緊急連絡先：090－4368－1787
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「田の原遥拝所・登山道入口」火山災害時防災対応

【情報伝達図】 【防災設備設置位置図】

電話・防災行政無線 直接案内・

田の原観光 戸別受信機  

センター

電話(救助要請等) 防災メガホン

　防災行政無線(スピーカー)、緊急速報メール、防災対応アプリ

【緊急避難場所としての機能】

【関係機関】

※田の原山荘は田の原観光センターに併設

【噴火時の防災対応】

施設利用者及び周辺登山者への情報伝達及び避難誘導

緊急避難場所として避難者等の受入れ

木曽警察署・王滝村等への救助要請

避難者名簿の作成

気象庁・王滝村等からの噴火情報の収集

【平時の防災対応】

通信機器・防災用具の点検

避難誘導訓練の実施

王滝村

田の原遥拝所

田の原遥拝所
田の原観光センター

(田の原山荘)

未定

未定 未定 未定

施設利用客

田の原社務所
周辺登山者

水道水

田の原社務所

鉄骨平屋建て RC(一部木造)３階建て 木造２階建て

約１００名 約４５０名 約５０名

未定 未定

商用電源

(収容人員：２３０名)

１００個 １００個 ５０個

水道水 水道水

商用電源 商用電源

―

有 有 有

携帯電話 固定電話 固定電話

１基 ― ― 名　　　　　称

有 有 有

１台 １台

長野県木曽警察署

王滝村警察官駐在所

木曽広域消防本部

木曽消防署

県立木曽病院

王滝村役場
一般社団法人木曽おんたけ観光局

王滝村診療所

中部森林管理局木曽森林管理署

木曽地域振興局

監視カメラ

ＡＥＤ

電話

懐中電灯

防災ヘルメット

水

建物構造

スタッフ

営業期間等

項　目

緊急時最大受入可能数

防災行政無線戸別受信機

電源

防災行政無線(スピーカー)

看板

入山規制ゲート
至 ：登山道入口

至 ：遥拝所

観光ｾﾝﾀｰ

社務所

遥拝所

緊急連絡先 田の原遥拝所 ：090－4159－4818
田の原観光センター：0264－48－2544
田の原社務所 ：0264－48－2694
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案内看板

 



 

20 

 

 

■御岳ロープウェイ緊急避難連絡系統図（火山噴火災害）

■防災対策

　専用電話：サイレン発動指示 ★ 防災設備関連
・非常事態サイレン鳴動 ・ 大型サイレン（２機新設）をゴンドラ山頂　飯森高原駅舎に設置
・山頂付近散策客への下山誘導 ・ 避難施設案内看板（２か所）の設置

・ 拡声器（１２）
・ ヘルメット（５００）

　専用電話：避難・下山誘導 ・ マスク（１０００）
・レストラン内休憩者、山頂付近散策客への下山誘導 ・ ゴーグル（１０００） 

・ 毛布（３００） 
・ 応急手当備品（災害多人数用救急箱）、ＡＥＤ

　内線：乗客避難誘導 担架、バックボード

・上り線乗車停止
・下り線乗客降車確認後キャビン格納・点検 ★ 情報伝達

・ 緊急速報メール（木曽町）
・ 案内看板
・ 啓発チラシ

・緊急避難アナウンス
電 口 ・上り線乗車停止アナウンス ★ その他
話 頭 ・センターハウス内への非常事態案内、待機（帰宅）誘導 ・ 緊急避難マニュアルの作
連 直 ・ 避難施設明記の御岳ロープウェイ・イラストマップの作成
絡 接

連

絡 ・レストランでの待機（帰宅）誘導
・来場者安否確認

・応急手当場所誘導

※関係連絡先
　　　　　関　係　機　関

・レストランでの待機（帰宅）誘導 　木曽消防署

　木曽広域消防本部

　木曽警察署

三岳駐在所

・来場者安否確認 　木曽町役場

・来場者車両チェック 三岳支所

・車両洗浄後に帰宅車誘導 　県立木曽病院

・救助用車両部隊編成（６合目・沿道道路の整備および搬送） 　北陸信越運輸局

　中部電力木曽福島営業所

　松本労働基準監督署

　木曽森林管理署

　木曽地方事務所

【避難施設（約１，７００名収容）】 　行場小屋

　　　　　　　施　　設 　　　　　収容人数 　女人堂

　山頂駅舎 ５０名 　五の池小屋

　山頂レストラン（ジーベン） １５０名
　センターハウス １，５００名

緊
急
事
態
対
策
本
部

（
本
部
長
＝
社
長
）

ゴンドラ山頂駅舎担当

木曽町

気象庁

各
関
係
機
関
（※

表
右
掲
載
）

インフォメーション担当

ゴンドラ山麓駅舎担当

ベルナール担当（山麓レストラン）

ジーベン担当（山頂レストラン）

売店担当

事務所

緊急連絡先：0264－46－2525
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開田高原マイアスキー場 
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「開田高原マイアスキー場」緊急避難連絡系統図 （火山災害）

（内線：ｻｲﾚﾝ発動､

避難､救助指示）
・乗車停止 ・非常事態サイレン鳴動
・利用客への案内 ・リフト降車客への案内、避難誘導(山頂シェルターへ)

・リフト乗車客の安全確保
・避難誘導(第1クワッドリフト格納庫、ティーホルンへ)

（無線：
避難､救助指示）

・ゲレンデでの避難誘導(下山又は各避難施設へ)、救助
・怪我人の搬送

（内線：
避難､救助指示）

・場内アナウンス

・乗車停止 ・リフト降車客への案内、
・利用客への案内 　　避難誘導(第１クワッドリフト格納庫、ティーホルンへ)
・リフト乗車客の安全確保
・避難誘導(センターハウスへ)

・レストラン利用客、避難客への案内、誘導
・避難客へのケア

・駐車場からの帰路誘導

・生徒等の避難誘導(最寄りの避難施設へ）
・駐車場からの帰路誘導

・駐車場での案内、避難誘導
・駐車場からの帰路誘導

・道路情報確認、通行安全確保

※　関係機関

関  係  機  関

　
　

　

緊
急
事
態
対
策
本
部

　
　
 
　
　

（
本
部
長
＝

支
配
人

）

 第２リフト責任者
 (山麓駅)

 山頂駅担当

 ゲレンデパトロール

 インフォメーション

 第１クワッドリフト責任者
 (山麓駅)

 山頂駅担当
（
電
話
：
連
絡

）

木曽消防署

木曽広域消防本部

木曽警察署
木曽町

 レストラン担当
 (ティーホルン、センターハウス)

　　開田高原駐在所

木曽町役場
気象台

　　開田高原支所
 レンタル担当

各
関
係
機
関

（
※
右
表

）

県立木曽病院

田沢医院
 アカデミー担当

北陸信越運輸局

中部電力木曽福島営業所

 駐車場担当 松本労働基準監督署

木曽森林管理署

 　開田森林事務所
 除雪部隊

木曽地方事務所

【避難施設】（約２，５００名収容）

施　　　設 収 容 人 数 誘　　導　　対　　象　　者

山頂シェルター 約　　　　５０　名  第２リフト降車客

センターハウス 約　２，０００　名  第1クワッドリフト待ち客、滑走客

第１クワッドリフト格納庫 約　　　３５０　名  第１クワッドリフト降車客、第2リフト待ち客、滑走客

ティーホルン 約　　　１００　名  　同上

緊急連絡先：0264－44－1111


